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2020年度が始まって、4カ月が経ちました。その
間で、文字通り世界は一変してしまいました。新
型コロナウイルスという目に見えない脅威が、こ
の日本のみならず全世界を覆いつくし、感染（発症）
という恐怖が私たちの心を蝕んでいます。

その結果、私たちの生活様式は、全くと言って
いいほど様変わりしました。「ソーシャル・ディス
タンス（社会的距離）の確保」という命題のもと
に、学校、会社、店舗、劇場、レストラン、映画
館、交通機関等の、多く人の集まる場所がその機
能を停止し、会議、集会、パーティー、コンサー
ト、ライブイベント等の、人が集まって初めて成
立する事象が、中止や延期を余儀なくされたので
す。その最たるものが、今年開催を予定されてい
た東京オリンピック・パラリンピックの中止（延期）
でしょう。このような国家的大イベントが中止（延
期）となるなど、まさに前代未聞の異常事態とし
か言えません。
「とにかく三密（密閉、密集、密接）を避ける」

との趣旨で行われたそれらは、ウイルスの感染が
人の発する体液の飛沫を他の人が吸引することに
よって起きると考えられているので、人と人とが
近づくことそのものを感染リスクと認定したこと
がその根本にあります。つまりこの新型コロナウ
イルスが猛威を振るい、それに対抗し得るワクチ
ンや抗体の存在が確認されていない現在（2020年
7月末）というときにあっては、人同士の接触が感
染の原因となり得るが故に「忌むべきこと」とさ
れてしまっているのです。

一方で私たちは、本務である社会福祉における
対人援助の本質を、要援護者たる利用者という「人」
に、援助者というこれまた「人」が関わり、同じ
人間同士の信頼関係を結ぶことによって援助関係
を成立させることにあり、それによってこそ必要

かつ適切な援助活動が行われ得るのだと考えてい
ます。それはすなわち、法人の援助理念である「受
容的交流」の立場に立った支援に他ならず、そこで
は人と人との交流（触れ合い、関わり）が最も重要
視されているのです。

しかしこの新型コロナウイルス禍の世界にあっ
ては、法人の行う事業活動における基盤ともいう
べき人間同士の交流を行うこと、少なくともその
ために必要な要素の中でも大きな比重を占める直
接対面による接触という事象が、「可能な限り避け
るべきこと」とされてしまっている現実を、私た
ちはどのように受け止めたら良いのでしょうか。
「いや、ITというそれに代替し得る手段がある

ではないか」という声も聞こえてきます。確かに、
この事態に陥る前からスマートフォンに代表され
るIT機器が隈なく普及し、それを活用するための
LINE等の通信アプリケーションやZOOM等の会
議アプリケーションがコミュニケーションの在り
方そのものを変革したと言ってもいいでしょう。
それらによってかなりの情報流通がなされ、直接
対面による会話の必要性が激減したとも言えるか
もしれません。

でもそれは、人間同士のコミュニケーションの
全てを担い得ている訳では、決してありません。
私自身そうしたツールを使いますし、その利便性
の恩恵に浴していることを否定するものでもあり
ませんが、であるからこそ直接対面によってでし
か得られないコミュニケーションの意味、価値と
いうものを、より実感するのです。

だからこそここで申し上げたいのは、この新型コ
ロナウイルス禍の本当の怖さ、危機の本質は、「人
と人との交流自体が否定されること」であり、この
事態が終息した後にまでその価値観が残ってしまい
かねないことに、大きな危惧を覚えているのです。

「新型コロナウイルス禍に思うこと」
社会福祉法人　嬉泉
理事長　石井　啓
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

下
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
、

利
用
児
・
利
用
者
の
安
全
で
安
心
し
た
生

活
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
を
重
ね
な
が
ら
感
染
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
回
、
い
く
つ
か
の
事
業
所
で

の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
状
況
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

☆
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
　
保
育
部
門
☆

・
す
こ
や
か
園
（
認
可
保
育
所
）

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
と
共
に
、
世
田

谷
区
内
の
認
可
保
育
所
で
あ
る
す
こ
や
か

園
は
、
臨
時
休
園
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
医
療
機
関
等
に
勤
め
る
保
護
者
を
対

象
と
し
た
応
急
保
育
を
行
い
ま
し
た
。
宣

言
解
除
の
六
月
一
日
よ
り
登
園
自
粛
要
請

期
間
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
ほ
ぼ
九
割

の
子
ど
も
達
が
登
園
を
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
『
世
田
谷
区
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

応
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
沿
っ
て
、

手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
消
毒
、
換
気
の
他
に
、

保
育
士
は
子
ど
も
と
一
緒
に
食
事
を
し
な

い
、
保
護
者
は
施
設
内
に
入
ら
な
い
の
が

望
ま
し
い
、
保
育
の
中
で
も
子
ど
も
の
三

密
状
態
を
避
け
分
散
保
育
を
す
る
よ
う

に
、
と
あ
り
、
各
園
で
対
応
を
考
え
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
こ
や
か
園
で
は
、
ま
ず
、
保
育
園
で

子
ど
も
同
士
三
密
状
態
に
な
る
こ
と
を
、

園
便
り
や
お
知
ら
せ
な
ど
で
保
護
者
の

方
々
に
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

玄
関
で
順
番
を
待
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
の

送
迎
対
応
に
な
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
る
保
育
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
対
応
を
進
め
ま
し
た
。

消
毒
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
二
回
以
上
、

施
設
内
の
手
す
り
、
ド
ア
ノ
ブ
、
棚
、
机
、

椅
子
な
ど
子
ど
も
た
ち
や
保
育
士
が
触
れ

た
と
こ
ろ
の
消
毒
を
し
、
ま
た
、
お
も
ち
ゃ

に
つ
い
て
も
午
前
と
午
後
で
入
れ
替
え
を

す
る
な
ど
、
使
用
毎
に
消
毒
を
行
っ
て
い

ま
す
。
保
育
現
場
の
裏
方
で
は
、
一
人
が

一
日
中
消
毒
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

登
降
園
時
の
送
迎
は
、
玄
関
の
隣
の
テ

ラ
ス
か
ら
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
よ
う
に

し
、
出
入
り
口
を
二
つ
に
し
ま
し
た
。
実

際
に
始
ま
っ
て
み
る
と
、
テ
ラ
ス
の
出
入

り
口
に
は
靴
箱
が
な
か
っ
た
の
で
、
園
長

と
年
長
の
男
の
子
達
が
、
の
こ
ぎ
り
と
電

動
ド
リ
ル
で
靴
箱
と
す
の
こ
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

並
行
し
て
、
今
ま
で
す
こ
や
か
園
が
大
事

に
し
て
い
た
こ
と
が
、「
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
や
葛
藤
が
で

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
保
育
士
は
保
育

中
常
に
マ
ス
ク
を
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
の
発
達
の
中
で
、
相
手
の
表
情
の
読
み

取
り
や
、
そ
の
先
の
人
の
気
持
ち
に
気
付

く
こ
と
を
大
事
に
し
て
き
た
の
に
…
、
食

事
場
面
で
も
、
保
育
士
と
子
ど
も
達
で
食

卓
を
囲
む
と
い
う
こ
と
は
、
保
育
の
中
で

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
な
の
に
…
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
だ

け
で
な
く
、
保
育
所
運
営
で
は
、
大
小
問

わ
ず
様
々
な
対
策
を
考
え
、
そ
の
中
で
常

に
葛
藤
が
あ
り
、
疑
問
が
で
て
き
て
、
そ

の
過
程
の
中
で
、
意
義
や
意
味
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
は
、
そ
の
こ
と
を
す
こ
や
か
園
全
職
員

が
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
一
緒
に
考

え
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
き
っ
か
け
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
感
染
予
防
を
徹
底
す
る
こ

と
と
同
時
に
、
熱
中
症
に
気
を
配
り
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く
、
楽
し
く
安
心

し
て
、
遊
び
や
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

（
す
こ
や
か
園　

副
園
長　

田
組　

愛
）

各
事
業
所
の
取
り
組
み

各
事
業
所
の
取
り
組
み

法
人
委
員
会
活
動
報
告

苦
情
解
決
委
員
会
の
活
動

�
仮
題
�

新
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・
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全
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め
に
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い
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工
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感
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努
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回
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い
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か
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事
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所
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取
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況
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介
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ま
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法
人
委
員
会
活
動
報
告

苦
情
解
決
委
員
会
の
活
動

�
仮

題
�

食
事
場
面
で
は
、
飛
沫
が
飛
ば
な
い
よ

う
、
透
明
の
卓
上
シ
ー
ル
ド
を
用
意
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
す
で
に
ア
ク
リ
ル
板
や
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
は
買
い
占
め
ら
れ
て

い
た
の
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
大
き
さ
に
合
う
よ

う
に
、
木
材
と
パ
ウ
チ
シ
ー
ト
を
使
っ
た
手

作
り
の
卓
上
シ
ー
ル
ド
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を

す
る
こ
と
に
必
死
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
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☆
板
橋
区
立
赤
塚
福
祉
園
☆

・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き

（
生
活
介
護
事
業
）

・
デ
イ
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

（
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
）

「
今
朝
の
体
温
は
何
度
で
す
か
？
」
と

い
う
職
員
へ
の
体
温
確
認
を
す
る
各
責
任

者
の
声
が
朝
か
ら
す
る
こ
と
約
半
年
…
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日
も
体
温
確
認

す
る
変
わ
ら
な
い
朝
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

繰
り
返
す
こ
と
で
、
当
た
り
前
に
な
り
、

こ
の
よ
う
に
し
て
日
常
と
な
っ
て
い
く
の

か
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
職
員
の
体
調

管
理
と
し
て
は
、
先
ず
、
各
個
人
の
自
己

管
理
が
前
提
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
の
目
安
で
あ
る
体
温
を
責
任
者

が
確
認
す
る
こ
と
が
日
々
必
要
に
な
る
と

は
、
ほ
ん
の
数
ヵ
月
前
ま
で
は
、
想
像
も

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
利

用
者
の
体
調
管
理
な
ら
ま
だ
し
も
と
…

さ
て
、
赤
塚
福
祉
園
（
生
活
介
護
事
業　

利
用
者
定
員
60
名
）
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

で
す
が
、
赤
塚
福
祉
園
は
、
板
橋
区
よ
り

指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

基
本
的
に
は
板
橋
区
の
方
針
に
沿
っ
た
対

応
と
取
り
組
み
を
、
園
長
を
中
心
と
し
て

行
っ
て
き
ま
し
た
。
主
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、国
か
ら
示
さ
れ
た
「
3
密
」（
密
集
・

密
接
・
密
閉
）
を
回
避
す
る
観
点
に
お
い

て
の
対
策
で
す
。

先
ず
は
、「
密
集
」
を
防
ぐ
為
に
取
り
か

か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
生
活
拠
点
で
あ
る
居

室
の
広
さ
の
確
認
で
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
つ
為
、
廊
下
な
ど
を
除
き
、

あ
く
ま
で
生
活
の
場
で
あ
る
居
室
に
お
い

て
、
約
2 m
の
間
隔
を
取
る
こ
と
が
出
来
る

か
ど
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
職
員
で
全

て
の
居
室
を
計
測
し
、
一
階
食
堂
の
一
部

を
除
い
て
解
放
す
る
こ
と
や
可
動
式
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
解
放
す
る
こ
と
で
、
何
と
か

満
た
せ
る
こ
と
は
確
認
出
来
ま
し
た
。

次
に
「
密
閉
」
と
「
密
接
」
の
回
避
で

す
が
、「
密
閉
」
に
お
い
て
は
、
各
居
室
や

事
務
室
、
職
員
室
、
ま
た
、
通
園
バ
ス
内

に
お
い
て
も
体
温
調
整
や
安
全
を
確
保
し

た
上
、
定
期
的
な
換
気
を
行
う
こ
と
で
対

応
、
徹
底
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
密
接
」

で
す
が
、
先
ほ
ど
の
「
密
集
」
と
な
ら
な

い
状
況
が
確
認
出
来
た
上
、
主
に
、
物
的

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
対
応
を
し
ま
し

た
。
例
と
し
て
は
、
居
室
の
ソ
フ
ァ
ー
や

椅
子
、
車
椅
子
自
体
の
距
離
を
開
け
、
向

き
を
変
え
る
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
当
然
の

こ
と
、
フ
ェ
ー
ス
ガ
ー
ド
の
貸
与
や
、
飛

沫
防
止
ア
ク
リ
ル
板
の
購
入
。
飛
沫
感
染

防
止
に
つ
い
て
は
、
通
園
バ
ス
に
お
い
て

も
同
様
に
、
各
座
席
へ
取
り
外
し
可
能
な

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

（
現
状
は
簡
易
的
対
応
）、
2
名
用
座
席
も

1
名
で
の
利
用
に
変
更
し
、
全
座
席
1
名

利
用
と
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
廊
下

で
あ
る
支
援
内
容
も
合
わ
せ
て
変
容
さ
せ

る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
食
事
で

す
が
、
今
ま
で
食
事
介
助
は
、
職
員
も
一

緒
に
食
事
を
摂
り
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
廃
止
。
さ
ら
に
、
密
を
回

避
す
る
た
め
2
部
制
を
導
入
し
、
食
事
開

始
や
配
膳
時
間
を
早
め
た
事
と
都
度
の
消

毒
、
食
堂
は
一
部
を
除
い
て
無
い
為
、
各

居
室
で
食
事
を
提
供
す
る
事
と
し
ま
し

た
。
こ
の
食
事
提
供
に
対
し
て
の
感
染
症

対
策
は
、
園
生
活
の
大
半
の
時
間
が
割
か

れ
る
為
、
利
用
者
支
援
の
中
心
と
な
る
活

動
時
間
も
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
利
用

者
・
職
員
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
対
応
を

も
っ
て
し
て
も
、「
3
密
」
を
回
避
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
園
の
衛

生
委
員
会
に
お
い
て
、
産
業
医
の
先
生
に

も
ご
指
摘
や
ご
意
見
を
頂
き
、
職
員
は
工

夫
し
、
よ
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
客
観

的
評
価
な
ど
も
頂
い
て
い
ま
す
が
、
特
に

利
用
者
支
援
に
お
い
て
、
正
直
こ
れ
で
良

い
の
か
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
施
設
で
お
預
か
り
す
る
以
上
、
命
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
が
…

2
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
こ
れ
ら
の
対
策

も
、
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
日
常
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
間
に
は
利

用
者
・
ご
家
族
の
地
域
生
活
の
限
界
や
、

意
識
変
革
の
難
し
さ
等
の
今
後
の
課
題
も

の
床
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
張
り
、
一
方

通
行
と
す
る
動
線
の
確
保
、
玄
関
で
の
車

椅
子
用
と
一
般
用
の
抗
菌
マ
ッ
ト
の
レ
ー

ン
分
け
、
場
面
の
切
替
わ
り
の
度
に
マ
ス

ク
や
手
袋
の
交
換
、
館
内
の
消
毒
は
、
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
す
る

以
前
よ
り
日
常
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
細
か
く
、
電
話
の
受

話
器
や
更
衣
室
ロ
ッ
カ
ー
の
取
手
部
分
、就労継続　飛沫感染対策　＜作業室＞

就労継続 飛沫感染対策 ＜作業室＞

活
動
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
、
出
来
る
限
り
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
取
り
組
み
は
、
あ

る
意
味
、
ハ
ー
ド
面
と
し
て
環
境
的
に
対

応
し
た
も
の
で
す
が
、
同
時
に
ソ
フ
ト
面

Owner
スタンプ

Owner
スタンプ
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見
え
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
物
事
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
今
も
、
ウ
ィ
ル

ス
感
染
の
リ
ス
ク
は
高
く
、
危
機
感
を
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
先
ず
は
何
が
重
要
な
こ
と
な
の
か

を
職
員
間
で
し
っ
か
り
共
有
す
る
こ
と
。

そ
の
上
で
、
状
況
を
受
け
入
れ
、
取
り
組

ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
新
し

い
日
常
」
と
し
て
…

（
赤
塚
福
祉
園　

園
長　

小
池　

朗
）

☆
嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦
☆

・
袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園
（
障
害
児
入
所
施
設
）

・
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
（
障
害
者
支
援
施
設
）

袖
ケ
浦
で
は
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
様
々
な
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
大

き
な
対
策
は
、
の
び
ろ
学
園
、
ひ
か
り
の

学
園
の
週
末
帰
宅
を
中
止
に
し
た
こ
と
で

す
。
今
ま
で
の
運
営
の
中
で
、
た
く
さ
ん

の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
天
候
に
よ
る
交
通
状

況
等
）
に
よ
る
変
更
や
単
発
的
な
中
止
は

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
亘
っ

て
帰
宅
を
中
止
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
元
々
、
こ
の
週
末
帰
宅
の
シ

ス
テ
ム
は
、
学
園
を
入
所
利
用
し
て
い
て

も
、
家
庭
と
の
絆
を
保
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
こ

そ
、
施
設
入
所
中
に
家
庭
に
帰
宅
す
る
こ

と
は
珍
し
い
事
で
な
く
、
む
し
ろ
当
た
り

前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、（
故
）
前

常
務
理
事
で
あ
る
石
井
哲
夫
先
生
が
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
て
実
施
し
た
40
数
年

前
は
、
周
囲
か
ら
の
、
特
に
行
政
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
、
大
変
な
苦
労
を
し
た
と
い

う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
現
在
も
学
園
と

し
て
こ
の
基
本
方
針
を
基
に
生
活
支
援
を

継
続
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、『
こ
ん
な

に
長
い
時
間
、
我
が
子
に
会
え
な
い
の
は

初
め
て
』
と
い
う
声
、
そ
し
て
利
用
者
の

方
か
ら
『
い
つ
帰
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
』

と
の
質
問
が
絶
え
る
こ
と
な
く
聞
こ
え
ま

す
。
利
用
者
に
と
っ
て
家
族
の
存
在
は
大

き
な
支
え
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
学
園
で
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る

部
分
が
大
き
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
家
族

と
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
生
活
を
し
て

い
る
利
用
者
の
事
を
考
え
る
と
、
帰
宅
の

再
開
を
、
と
い
う
気
持
ち
に
も
な
る
の
で

す
が
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
は
有
効

な
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

ワ
ク
チ
ン
も
ま
だ
出
来
て
い
な
い
こ
と
を

考
え
る
と
、
油
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

状
態
で
す
。
現
在
、
学
校
や
保
育
所
な
ど

で
は
、
様
々
な
場
面
で
人
と
人
と
の
距
離

を
取
る
な
ど
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
生
活

の
仕
方
を
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

幸
い
な
こ
と
に
、
の
び
ろ
・
ひ
か
り
の
学

園
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
と
は
違
う
生
活

様
式
は
取
り
入
れ
た
も
の
の
、
職
員
と
利

用
者
と
の
距
離
感
は
ほ
ぼ
変
わ
る
こ
と
な

く
接
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
多
少
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
入
所
施
設
と
い
う
場
所
は
ほ

ぼ
家
庭
と
同
じ
距
離
感
で
過
ご
す
こ
と
が

出
来
る
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
利
用

者
の
皆
さ
ん
も
安
心
し
て
、
こ
の
不
安

が
大
き
い
生
活
の
中
で
大
き
な
混
乱
も
な

く
、
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
家
庭
と
同
じ
ぐ
ら
い
の

距
離
感
と
い
う
事
は
、
も
し
、
ひ
と
た
び

感
染
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
抑
え
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
不
安
と
隣
り
合

わ
せ
で
あ
り
、
私
た
ち
職
員
に
と
っ
て
そ

の
事
に
対
す
る
重
圧
は
大
き
く
、
早
く
こ

の
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

（ 

嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦 

 

袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
園
長　

松
田　

香
）

2
0
2
0
年
度
の
幕
開
け
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存
を

考
え
て
い
く
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
な
状
況
下
で
の
清
瀬
「
と
こ
と
こ
」

の
利
用
者
さ
ん
の
思
い
の
一
部
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
粛
期
間
中
は
、
保
護
者
の
働
き

方
も
変
わ
る
中
、
お
子
さ
ん
へ
の
食

事
、
健
康
、
遊
び
、
学
習
の
対
応
に
悩

ま
れ
た
よ
う
で
す
。
非
日
常
生
活
に
戸

惑
わ
れ
つ
つ
現
状
を
受
け
入
れ
て
過
ご

さ
れ
た
よ
う
で
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話

相
談
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
朝
の
登
園
登
校
の
ド
タ
バ
タ
か
ら

の
解
放
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
ホ
ッ
と
し
て
い

る
様
子
も
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
ゆ
と
り
が
親
子
で
お
菓
子
作
り
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
散
歩
を
楽
し
む
時

間
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
非
日
常
だ
か
ら
こ
そ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
の
工
夫
が
生
ま
れ

た
よ
う
で
す
。

感
染
予
防
に
取
組
む
新
し
い
生
活
様

式
の
中
で
〝
今
求
め
ら
れ
る
新
し
い
支

援
の
あ
り
方
っ
て
何
だ
？
〟
の
宿
題
も

も
ら
い
ま
し
た
。
幸
い
セ
ン
タ
ー
は
開

所
で
き
て
い
ま
す
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

情
報
発
信
の
充
実
、
利
用
児
や
保
護
者

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
等
を
考
え
る
時

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー

と
こ
と
こ　

セ
ン
タ
ー
長　

岩
澤　

寿
美
子
）

嬉
泉
職
員
に
よ
る
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
④

嬉
泉
職
員
に
よ
る
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
④

－自粛のストレスを “かき氷 ” で軽減－
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1
．
法
人
全
体

（
1
）
台
風
に
よ
る
被
災
へ
の
対
応

台
風
15
号
の
襲
来
に
よ
り
、
主
に
嬉
泉

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦
へ
の
甚
大
な

被
害
と
長
期
の
停
電
が
、
利
用
者
と
保
護

者
、
職
員
の
生
活
を
逼
迫
さ
せ
た
こ
と
に

始
ま
り
、
2
0
1
9
年
9
月
末
に
予
定
さ

れ
て
い
た
第
1
回
嬉
泉
ふ
れ
あ
い
祭
り
バ

ザ
ー
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

（
2
）
新
体
制
へ
の
移
行

須
藤
祐
司
前
理
事
長
が
、
2
0
1
9
年

10
月
14
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
須
藤
前
理
事

長
の
逝
去
に
際
し
て
、
理
事
会
の
主
導
の

も
と
で
、
直
ち
に
石
井
新
理
事
長
を
中
心

に
し
た
後
継
体
制
が
形
づ
く
ら
れ
、
大
き

な
混
乱
も
な
く
事
業
の
継
続
が
な
さ
れ
た
。

（
3
）
新
人
事
考
課
制
度
の
導
入

運
営
体
制
の
合
理
化
に
向
け
た
管
理
シ

ス
テ
ム
の
拡
充
と
、
職
員
の
資
質
の
向
上

を
目
指
し
て
研
修
体
制
の
充
実
を
図
る
中

で
、
再
構
築
し
た
人
事
考
課
制
度
の
本
格

的
導
入
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
に
先

行
し
て
導
入
し
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
連
動

す
る
も
の
で
、「
人
材
育
成
主
義
型
人
事
考

課
」と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
年
度
末
の
職
員
全
体
研
修
の
場
で

説
明
し
、
法
人
全
体
で
共
有
す
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
出
来
た
。

（
4
）
職
員
採
用

職
員
採
用
に
お
い
て
は
、
採
用
係
と
リ

ク
ル
ー
タ
ー
に
よ
る
募
集
活
動
に
応
募
し

て
き
た
人
材
を
、
各
事
業
拠
点
の
現
場
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
者
に
つ
な
ぎ
、
そ
こ

で
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
適
材
適
所

の
採
用
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
現
で
き
た
。

（
5
）
施
設
整
備

袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
の
生
活
棟
増

改
築
及
び
地
域
支
援
棟
新
築
事
業
が
5
月

に
竣
工
し
、
袖
ケ
浦
市
長
始
め
地
域
の
関

係
者
を
招
待
し
て
の
「
お
披
露
目
会
」
が

2
0
1
9
年
7
月
20
日
に
行
わ
れ
た
。

（
6
）
苦
情
解
決
実
績

・
苦
情
申
出
件
数　

0
件

（
7
）
第
三
者
評
価
受
審
事
業
所

・
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
め
ば
え
学
園

・
お
お
ら
か
学
園

・
袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園

・
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園

２
０
１
９
年
度
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
事
業
報
告

2
．
各
事
業
拠
点
報
告

（
1
）「
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
」 

療
育
部
門

め
ば
え
学
園
、
お
お
ら
か
学
園
、
東
京

都
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に

保
育
所
（
す
こ
や
か
園
・
宇
奈
根
な
ご
や

か
園
）
な
ど
の
事
業
所
の
実
質
的
な
運
営

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
た
「
ク
ロ
ー
バ
ー

シ
ス
テ
ム
」
を
基
盤
と
し
て
、
子
ど
も
の

生
活
研
究
所
こ
ぐ
ま
学
園
、
特
定
相
談
支

援
事
業
所
と
の
関
係
も
含
め
て
法
人
内
の

他
の
事
業
と
の
協
力
体
制
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
運
営
を
行
っ
た
。「
社
会
福
祉

法
人
地
域
公
益
活
動
協
議
会
」
に
参
画
し
、

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
を
実

施
し
、
世
田
谷
区
内
で
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
や
相
談
支
援
事
業
な
ど
を
通

し
て
中
心
的
に
関
わ
っ
た
。
相
談
支
援
事

業
所
は
、
め
ば
え
学
園
、
お
お
ら
か
学
園
、

赤
塚
福
祉
園
の
利
用
者
の
利
用
計
画
を
作

成
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
援
助
す
る
と
と

も
に
他
事
業
所
利
用
の
区
民
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
計
画
作
成
等
の
援
助
を
行
っ
た
。
こ

ぐ
ま
学
園
は
自
主
運
営
の
通
所
療
育
機
関

と
し
て
、
年
齢
や
、
地
域
、
所
属
先
に
か

か
わ
ら
ず
、
専
門
的
な
療
育
支
援
を
発
達

障
害
児
・
者
、
及
び
家
族
へ
の
支
援
を
実

施
し
た
。
め
ば
え
学
園
は
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
の
幅
を
広

げ
る
と
同
時
に
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
乳
幼
児
期
の
療
育
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
幼
児
期
の
療
育
意
義

の
啓
発
、
普
及
に
努
め
た
。
お
お
ら
か
学

園
は
、
分
園
を
解
消
し
、
定
員
を
20
名
に

戻
し
た
が
、
稼
働
率
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
て
利
用
が
あ
っ
た
た
め
、
増
収

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
東
京
都
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ス
カ
は
、
相
談
支

援
と
区
市
町
村
の
発
達
障
害
者
支
援
体
制

整
備
に
向
け
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
二
つ

の
柱
で
運
営
し
た
。
相
談
支
援
で
は
、
実

相
談
人
数
は
2
7
5
1
名
で
あ
っ
た
が
来

所
・
電
話
相
談
に
至
る
ケ
ー
ス
は
30
％
強

で
あ
っ
た
。
区
市
町
村
全
域
に
置
い
て
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
の
支
援
体
制
の

整
備
に
向
け
て
各
々
工
夫
し
多
様
な
取
り

組
み
を
実
施
し
始
め
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
。

（
2
）「
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
」 

保
育
部
門

毎
月
、
拠
点
場
長
・
園
長
・
副
園
長

に
よ
る
保
育
部
門
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
情
報
交
換
・
共
有
を
行
い
、
管
理
運

営
面
で
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度
末
に
お
い
て
は
、
理
事
長
が
保
育
部

門
会
議
に
出
席
し
、
法
人
に
お
け
る
管
理

運
営
面
で
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
ま

た
、
2
0
1
9
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風

に
よ
る
水
害
対
策
の
一
環
と
し
て
取
ら
れ

た
休
園
措
置
や
同
年
10
月
よ
り
開
始
さ
れ

た
保
育
料
無
償
化
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
伴
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う
副
食
材
費
の
徴
収
等
、
こ
れ
ま
で
の
重

要
事
項
説
明
書
に
な
い
対
応
が
求
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
見
直
し
作
業
を
行
い
、
保
育

料
無
償
化
に
伴
う
副
食
費
請
求
と
災
害
警

報
発
令
時
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
明
記

す
る
と
共
に
、
各
園
の
現
状
を
確
認
し
合

い
、
よ
り
有
用
な
も
の
に
な
る
よ
う
努
め

た
。
保
育
に
関
し
て
は
、「
子
ど
も
が
主

体
性
を
持
っ
て
、
自
発
的
・
意
欲
的
に
友

達
や
保
育
者
と
関
わ
る
こ
と
を
進
め
る
と

共
に
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
土
台
と
し
て
、

様
々
な
体
験
を
積
み
重
ね
学
び
合
う
」
と

い
う
受
容
的
交
流
理
論
に
基
づ
い
た
保
育

を
行
っ
た
。
保
護
者
支
援
に
お
い
て
は
、

保
育
と
の
密
接
な
関
連
の
中
で
送
迎
時
の

対
応
・
相
談
や
助
言
・
連
絡
や
通
信
、
会

合
や
行
事
な
ど
様
々
な
機
会
を
活
用
し
て

行
っ
た
。
ま
た
、
配
慮
や
支
援
を
必
要
と

す
る
家
庭
に
お
い
て
は
、
法
人
・
各
関
係

機
関
と
の
連
絡
・
連
携
を
密
に
行
い
、
そ

の
家
庭
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
よ
う
支
援

に
努
め
た
。
地
域
に
開
か
れ
た
保
育
所
と

し
て
、
地
域
の
親
子
へ
の
支
援
を
目
指

し
、
す
こ
や
か
園
で
は
『
す
こ
や
か
広
場
』

と
の
交
流
を
多
く
持
っ
た
。
す
こ
や
か
園

分
園
ク
ジ
ラ
は
、
保
護
者
や
児
童
が
不
安

を
抱
く
こ
と
な
く
閉
園
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
年
度
末
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
は
、
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
実
施
、
及
び
行
事
を
一
部
中
止

ま
た
は
縮
小
な
ど
形
を
変
え
る
こ
と
で
対

応
し
た
。

（
3
）
嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦

前
年
度
は
離
職
者
が
増
え
て
し
ま
っ
た

が
、
今
年
度
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
を
今
年
度
は
導
入
し

た
が
、
ま
だ
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
部
分

が
あ
り
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

業
務
へ
の
や
り
が
い
を
再
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今

年
度
は
台
風
被
害
な
ど
想
定
し
て
い
な
い

事
態
が
発
生
し
、
今
ま
で
の
備
え
で
は
補

う
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
袖
ケ
浦
の
び
ろ

学
園
は
、
年
度
内
の
新
入
園
児
は
、
6
名 

（
措
置
2
名
、
契
約
4
名
）
で
あ
っ
た
。
家

庭
や
学
校
と
連
携
を
取
り
、
学
校
生
活
へ

の
適
応
や
家
庭
帰
宅
の
調
整
を
個
別
に
行

い
、
学
園
だ
け
で
は
な
い
本
人
の
社
会
生

活
を
維
持
す
る
中
で
の
入
所
施
設
支
援
体

制
を
と
っ
た
。
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
は
、

増
改
築
事
業
は
、「
入
所
者
のQ

.O
.L.

向

上
」「
高
齢
化
対
応
」「
地
域
支
援
の
拡
充
」

と
い
う
3
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
で
、
完

全
個
室
化
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

「
生
活
棟
の
増
築
」、
医
務
、
厨
房
、
整
理

室
の
拡
張
に
よ
る
居
住
サ
ー
ビ
ス
強
化
と

し
て
の
「
既
存
ス
ペ
ー
ス
の
改
修
」、
生

活
介
護
（
通
所
利
用
対
応
部
分
）
及
び
短

期
入
所
希
望
者
の
増
加
に
応
え
て
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
「
地
域
支
援
棟
の
新
築
」

の
3
工
事
事
業
が
昨
年
度
よ
り
着
工
し
、

工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
た
の
し
み
は
、
袖
ケ
浦
市
指
定

に
よ
る
「
特
定
相
談
支
援
事
業
」「
障
害
児

相
談
支
援
事
業
」
及
び
、
千
葉
県
指
定
に

よ
る
「
一
般
相
談
支
援
事
業
」
の
指
定
を

受
け
て
事
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
袖
ケ
浦

市
か
ら
袖
ケ
浦
市
社
会
福
祉
施
設
等
連
絡

協
議
会
が
受
託
し
た
市
の
障
害
者
相
談
支

援
事
業
に
相
談
員
を
派
遣
し
、
地
域
の
障

害
児
（
者
）
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。
袖
ケ

浦
市
福
祉
作
業
所
う
ぐ
い
す
園
は
、
利
用

者
と
の
関
係
性
を
深
め
、
利
用
者
自
身
が

意
欲
を
も
っ
て
通
所
す
る
こ
と
が
出
来
る

場
と
な
る
よ
う
に
努
め
た
。
利
用
契
約
者

は
ど
ち
ら
の
事
業
に
お
い
て
も
増
加
し
て

い
る
。

（
4
）
板
橋
区
立
赤
塚
福
祉
園

福
祉
園
全
体
で
は
、
責
任
者
ク
ラ
ス
の

職
員
に
よ
る
運
営
会
を
組
織
し
、
福
祉
園

全
体
と
し
て
、
一
体
的
な
運
営
に
努
め
た
。

ま
た
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
の
自
主
製

作
品
と
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き
の
ラ

ス
ク
等
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
「
A
T
B
」
に

つ
い
て
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
、
ラ
ス
ク
に
つ
い
て
も
包
装
用
の
袋

や
箱
な
ど
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
デ
イ

セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
（
生
活
介
護
事
業
）
に

お
い
て
は
、
介
助
用
リ
フ
ト
や
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
な
ど
介
助
用
備
品
を
積
極
的
に
購

入
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
介
助
へ
の
安

心
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
心
身

的
な
負
担
の
減
少
や
福
祉
業
界
全
体
に
わ

た
る
人
手
不
足
を
補
う
対
応
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き
（
就
労
継
続

支
援
B
型
事
業
）
に
お
い
て
は
、
年
度
末

に
か
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
で
、
イ
ベ
ン

ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
中
止
、
自
粛
が

相
次
ぎ
、
ラ
ス
ク
販
売
や
企
業
か
ら
の
受

注
作
業
依
頼
が
減
り
、
工
賃
も
約
半
分
に

激
減
す
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
が
み
ら
れ

て
い
る
。
赤
塚
ホ
ー
ム
（
緊
急
保
護
事
業
）

に
つ
い
て
は
、
近
年
、
介
護
者
の
高
齢
化

に
伴
う
急
な
入
院
、
障
害
児
を
中
心
と
し

た
家
庭
内
の
問
題
等
に
よ
り
、
長
期
利
用

を
要
す
る
利
用
が
増
加
し
て
お
り
、
短
期

入
所
事
業
利
用
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
の

利
用
を
含
め
、
板
橋
区
と
の
調
整
を
要
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
区
立
福
祉
園

の
民
営
化
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
検
討
の

進
捗
状
況
及
び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、

利
用
者
・
家
族
向
け
に
説
明
会
が
開
催
さ

れ
た
。
2
0
2
0
年
度
に
は
板
橋
区
と
し

て
の
方
針
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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（
5
） 

清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
・  

交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
域
と
連
携
・
交
流
し
な
が
ら
地
域
に

く
ら
す
親
子
を
さ
さ
え
る
」
を
基
本
理
念

と
し
て
、
法
人
が
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て

き
た
実
績
に
基
づ
く
理
念
「
受
容
的
交
流
」

や
、
現
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
体
制
の
下
に

心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
か
た
よ
り
の
あ
る

子
ど
も
、
さ
ら
に
社
会
生
活
上
何
ら
か
の

問
題
を
持
つ
子
ど
も
の
相
談
・
訓
練
指
導

を
通
し
て
成
長
・
発
達
を
援
助
し
、
地
域

で
の
育
ち
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
運

営
を
行
っ
た
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
本
人

や
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
方
を
取
り

巻
く
関
係
者
へ
の
支
援
を
す
る
等
、
地
域

の
支
援
力
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
、
相

談
・
療
育
・
支
援
の
場
の
提
供
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
療
育
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

を
し
な
が
ら
連
携
に
努
め
た
。

（
6
） 

大
田
区
立
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー 

わ
か
ば
の
家

心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
偏
り
、
ま
た

そ
の
疑
い
の
あ
る
就
学
前
の
乳
幼
児
に
対

し
、
基
本
的
な
自
立
の
育
成
と
集
団
生

活
へ
の
適
応
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
早
期
に
必
要
な
支
援
を
行
う
施
設
と

し
て
、
区
の
定
め
る
運
営
方
針
に
基
づ
き

「
乳
幼
児
の
支
援
」「
保
護
者
と
の
連
携
・

支
援
」「
関
係
機
関
と
の
連
携
」「
地
域
と

触
れ
合
う
施
設
づ
く
り
」
を
行
っ
た
。
支

援
に
あ
た
っ
て
は
、
本
法
人
が
長
年
培
っ

て
き
た
『
受
容
的
交
流
に
よ
る
利
用
者
支

援
』
を
基
本
方
針
と
し
、「
相
談
支
援
事
業
」

「
地
域
支
援
事
業
」「
早
期
支
援
事
業
」
と

「
指
定
相
談
支
援
事
業
所
」
の
運
営
を
行
っ

た
。
本
年
度
は
、
こ
こ
数
年
の
継
続
課
題

と
な
っ
て
い
た
「
利
用
者
数
増
加
に
よ
る

初
回
面
接
（
イ
ン
テ
ー
ク
）
待
機
の
長
期

化
」
へ
の
対
策
と
し
て
、
事
業
の
配
分
や

利
用
の
仕
方
を
一
部
変
更
し
て
の
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
。
わ
か
ば
の
家
の
役
割
と
し

て
、
①
「
相
談
の
枠
組
み
で
の
支
援
を
充

実
さ
せ
る
」、
②
「
療
育
の
体
制
は
大
田
区

全
体
で
考
え
る
（
原
則
、
わ
か
ば
の
家
の

療
育
と
受
給
者
証
利
用
に
よ
る
民
間
療
育

機
関
と
の
併
用
は
不
可
）」、
③
「
地
域
支

援
事
業
を
充
実
さ
せ
る
」
と
い
う
方
向
性

の
も
と
、
特
に
「
初
回
面
接
（
イ
ン
テ
ー

ク
）
の
待
機
期
間
を
減
ら
す
こ
と
」
と
「
保

育
園
や
幼
稚
園
等
で
の
支
援
力
向
上
の
た

め
の
支
援
」
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
。

結
果
と
し
て
、
相
談
の
待
機
期
間
に
つ
い

て
は
、
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
→
2
ヶ
月
程
度
）。
幼
稚
園
・
保
育
園
等

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
職
員
研
修
と
し

て
の
新
し
い
試
み
を
積
極
的
に
企
画
実
施

し
、
一
定
の
成
果
を
確
認
で
き
た
が
、
い

く
つ
か
の
課
題
も
残
っ
た
。
次
年
度
は
、

新
た
に
「
西
六
郷
分
室
」
が
開
設
さ
れ
、

わ
か
ば
の
家
全
体
の
機
能
を
4
施
設
体
制

と
し
て
、
再
配
置
、
拡
充
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
区
か
ら
の
要
請
の
も
と
、
さ
ら

な
る
相
談
機
能
の
充
実
と
地
域
支
援
の
強

化
を
目
指
す
。◎法人からのお知らせ◎

～新型コロナウイルス感染症対策に伴う
「法人行事」の開催中止について～

例年、秋に開催しておりました法人主催の「自閉症実践
療育セミナー」と「嬉泉バザー」につきましては、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点から、参加者及び関係者
の皆様の健康・安全面を第一に考慮した結果、大変残念で
はありますが、今年度は中止とさせていただきます。

いつも開催を楽しみにしていただいている皆様、また、
ご協力いただいている皆様には、何卒ご理解賜りますよう
お願い致します。

また、来年度の開催の折には、皆様にお会いできること
を職員一同、楽しみにしております。どうぞ宜しくお願い
申し上げます。
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資金収支計算書
社会福祉法人　嬉泉

（自）2019年4月1日　（至）2020年3月31日

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A)-(B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入 45,908,000 46,690,789 △ 782,789

保育事業収入 773,152,240 792,685,236 △ 19,532,996

就労支援事業収入 27,350,000 23,199,971 4,150,029

障害福祉サービス等事業収入 1,844,535,138 1,849,194,577 △ 4,659,439

相談事業収入 3,299,000 3,377,500 △ 78,500

利用料収入 3,300,000 3,257,580 42,420

借入金利息補助金収入 130,000 93,754 36,246

経常経費寄附金収入 24,716,000 25,713,983 △ 997,983

受取利息配当金収入 258,100 203,853 54,247

その他の収入 54,445,000 49,837,076 4,607,924

事業活動収入計　　(1) 2,777,093,478 2,794,254,319 △ 17,160,841

支
出

人件費支出 2,125,046,835 2,099,092,777 25,954,058

事業費支出 232,312,082 221,765,614 10,546,468

事務費支出 371,455,367 348,474,122 22,981,245

就労支援事業支出 27,350,000 23,199,970 4,150,030

支払利息支出 1,716,000 1,388,117 327,883

流動資産評価損等による資金減少額 152,540 152,540 0

事業活動支出計　　(2) 2,758,032,824 2,694,073,140 63,959,684

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) 19,060,654 100,181,179 △ 81,120,525

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

設備資金借入金収入 300,000,000 300,000,000 0

施設整備等収入計　(4) 300,000,000 300,000,000 0

支
出

設備資金借入金元金償還支出 9,695,000 9,693,000 2,000

固定資産取得支出 116,266,000 115,898,534 367,466

ファイナンス・リース債務の返済支出 6,584,780 6,580,948 3,832

その他の施設整備等による支出 6,767,728 6,767,728 0

施設整備等支出計　(5) 139,313,508 138,940,210 373,298

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) 160,686,492 161,059,790 △ 373,298

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立資産取崩収入 890,880 890,880 0

拠点区分間繰入金収入 14,911,120 0 14,911,120

サービス区分間繰入金収入 24,739,830 0 24,739,830

その他の活動による収入 495,000 444,300 50,700

その他の活動収入計 (7) 41,036,830 1,335,180 39,701,650

支
出

長期運営資金借入金元金償還支出 16,211,624 15,796,000 415,624

積立資産支出 1,500,000 1,442,920 57,080

拠点区分間繰入金支出 14,911,120 0 14,911,120

サービス区分間繰入金支出 23,439,830 0 23,439,830

その他の活動による支出 16,425,413 16,402,413 23,000

その他の活動支出計 (8) 72,487,987 33,641,333 38,846,654

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) △ 31,451,157 △ 32,306,153 854,996

予備費支出　　(10) 0 0 0

当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) 148,295,989 228,934,816 △ 80,638,827

前期末支払資金残高 (12) 641,600,211 641,600,211 0

当期末支払資金残高 (11)+(12) 789,896,200 870,535,027 △ 80,638,827



（9）	 嬉 泉 の 新 聞 第８２号

事業活動計算書
社会福祉法人　嬉泉

（自）2019年4月1日　（至）2020年3月31日

勘定科目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

児童福祉事業収益 46,690,789 53,554,028 △ 6,863,239

保育事業収益 792,685,236 778,397,403 14,287,833

就労支援事業収益 23,199,971 25,572,115 △ 2,372,144

障害福祉サービス等事業収益 1,849,194,577 1,787,813,664 61,380,913

相談事業収益 3,377,500 4,238,000 △ 860,500

利用料収益 3,257,580 3,226,920 30,660

経常経費寄附金収益 25,713,983 6,497,192 19,216,791

その他の収益 47,398,393 47,792,189 △ 393,796

サービス活動収益計　　(1) 2,791,518,029 2,707,091,511 84,426,518

費
用

人件費 2,099,644,817 2,070,115,800 29,529,017

事業費 221,765,614 223,828,664 △ 2,063,050

事務費 348,474,122 347,259,802 1,214,320

就労支援事業費用 23,199,970 25,572,111 △ 2,372,141

減価償却費 97,610,018 102,855,006 △ 5,244,988

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 51,516,386 △ 52,746,397 1,230,011

徴収不能額 152,540 0 152,540

サービス活動費用計　　(2) 2,739,330,695 2,716,884,986 22,445,709

サービス活動増減差額　(3)=(1)-(2) 52,187,334 △ 9,793,475 61,980,809

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

借入金利息補助金収益 93,754 296,698 △ 202,944

受取利息配当金収益 203,853 201,966 1,887

その他のサービス活動外収益 2,438,683 2,616,660 △ 177,977

サービス活動外収益計　(4) 2,736,290 3,115,324 △ 379,034

費
用

支払利息 1,388,117 1,767,379 △ 379,262

サービス活動外費用計　(5) 1,388,117 1,767,379 △ 379,262

サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 1,348,173 1,347,945 228

経常増減差額　　　　　(7)=(3)+(6) 53,535,507 △ 8,445,530 61,981,037

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 0 2,495,000 △ 2,495,000

施設整備等寄附金収益 0 230,000 △ 230,000

拠点区分間固定資産移管収益 0 △ 1,510,271 1,510,271

特別収益計　　　　　　(8) 0 1,214,729 △ 1,214,729

費
用

固定資産売却損・処分損 32 0 32

国庫補助金等特別積立金積立額 0 125,474 △ 125,474

その他の特別損失 15,869,913 13,085,536 2,784,377

特別費用計　　　　　　(9) 15,869,945 13,211,010 2,658,935

特別増減差額　　　　　(10)=(8)-(9) △ 15,869,945 △ 11,996,281 △ 3,873,664

当期活動増減差額　　　(11)=(7)+(10) 37,665,562 △ 20,441,811 58,107,373

前期繰越活動増減差額　(12) 727,463,112 747,904,923 △ 20,441,811

当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 765,128,674 727,463,112 37,665,562

基本金取崩額　　　　　(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額　(15) 0 0 0

その他の積立金積立額　(16) 0 0 0

次期繰越活動増減差額　(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 765,128,674 727,463,112 37,665,562
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貸借対照表
社会福祉法人　嬉泉

2020年3月31日現在

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 1,051,649,357 941,642,528 110,007,099 流動負債 219,716,018 331,107,735 △ 111,391,717

固定資産 2,041,385,805 1,989,875,913 51,509,892 固定負債 417,688,097 130,928,565 286,759,532

基本財産 1,455,616,620 1,534,629,874 △ 79,013,254

その他の固定資産 585,769,185 455,246,039 130,523,146 負債の部合計 637,404,115 462,036,300 175,367,815

基本金 1,111,718,279 1,111,718,279 0

国庫補助金等特別積立金 540,784,094 592,300,480 △ 51,516,386

その他の積立金 38,000,000 38,000,000 0

次期繰越活動増減差額 765,128,674 727,463,112 37,665,562

（うち当期活動増減差額） 37,665,562 △ 20,441,811 58,107,373

純資産の部合計 2,455,631,047 2,469,481,871 △ 13,850,824

資産の部合計 3,093,035,162 2,931,518,171 161,516,991 負債及び純資産の部合計 3,093,035,162 2,931,518,171 161,516,991

資産の部 負債の部

純資産の部

ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
よ
り

～
感
性
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
～

八
月
二
十
七
日
～
九
月
二
日
ま
で
、

新
宿
の
京
王
百
貨
店
内
の
京
王
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
催
さ
れ
た
ア
ー
ト
展
に
九
点
の

作
品
を
出
展
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、『
絵
』
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、『
額
』
に
も
注
目
で
す
。
昨
年
度

か
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
段
々
色
さ
ん
の
紹
介
で
、
全
作

品
を
額
縁
専
門
店
に
発
注
し
て
作
っ
た

豪
華
な
額
に
額
装
し
て
も
ら
い
出
展
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
新
宿
と
い
う
場

所
の
百
貨
店
自
体
の
お
客
さ
ん
が
減
っ

て
い
る
そ
う
で
、
残
念
な
が
ら
来
場
者

は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
新
た
に

額
装
さ
れ
た
作
品
は
と
て
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
額
に
も
こ

だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
も
ぜ
ひ
ア
ウ
ト
ス
展
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

《
今
後
の
予
定
》

ア
ト
リ
エ
・
ア
ウ
ト
ス
展

日
程
：
十
一
月
十
日
～
十
五
日

場
所
：
世
田
谷
美
術
館区

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー


